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Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島

第
２
育い

く
び
ょ
う苗
セ
ン
タ
ー
竣
工
（
阿
万
上
町
）

　

レ
タ
ス
生
産
の
競
争
力
強
化
を

目
指
し
、
あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組

合
が
国
か
ら
の
補
助
と
県
及
び
市

の
事
務
支
援
を
受
け
、
建
設
を
進

め
て
い
た
、
第
二
育
苗
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
し
た
。
三
月
六
日
に

は
関
係
者
ら
八
十
人
が
出
席
し
て

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
度
に
完
成
し
た
第

一
育
苗
セ
ン
タ
ー
（
松
帆
）
の

供
給
能
力
を
上
回
る
生
産
希
望

が
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
ま
し
た
。
両
施
設
合
わ
せ
て

二
百
四
十
八
㌶
分
の
苗
の
生
産
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

完
成
し
た
施
設
は
、
作
業
棟

（
鉄
骨
平
屋
建
九
百
八
十
四
平
方

㍍
）、
育
苗
ハ
ウ
ス
（
鉄
骨
ガ
ラ

ス
張
二
千
四
百
三
十
平
方
㍍
）
な

ど
。
一
時
間
あ
た
り
四
百
ト
レ
ー

（
八
万
本
）
の
播
種
が
可
能
で
、

発
芽
庫
、
冷
蔵
庫
を
備
え
て
い
ま

す
。
育
苗
初
期
の
成
長
を
抑
制
す

る
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
、
夏
季
の
育

苗
時
に
は
床
か
ら
冷
気
を
強
制
送

風
す
る
設
備
も
備
え
て
い
ま
す
。

▲ランプや冷却装置を備えた育苗ハウス

　

約
五
百
年
の
伝
統
を
誇
る
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
が
、
ユ
ネ
ス
コ
・
ア

ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
無
形
文
化
遺
産

の
活
性
化
の
優
良
事
例
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
過
疎
化
、
継

承
者
の
減
少
、
市
町
村
合
併
な
ど

伝
統
芸
能
の
継
承
が
困
難
と
な
っ

た
状
態
か
ら
、
青
少
年
を
巻
き
込

ん
だ
活
性
化
の
成
功
事
例
を
選

び
、
世
界
各
地
に
広
く
紹
介
し
よ

う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
淡
路
人
形
協
会
（
理

事
長
中
田
勝
久
市
長
）
に
よ
る
淡

路
人
形
座
（
坂
東
千
秋
支
配
人
）

や
市
内
の
後
継
者
団
体
へ
の
活
動

の
支
援
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。
同
協
会
が
応
募
し
、
沖
縄

県
竹
富
島
の
種
子
取
祭
な
ど
六
団

体
と
共
に
、
二
月
二
十
六
日
の
同

コ
ン
テ
ス
ト
国
際
審
査
会
で
優
良

事
例
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

中
田
理
事
長
は
「
世
界
に
認
め

て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
。入
賞
は
、

一
所
懸
命
保
存
に
取
り
組
ん
で
き

た
人
へ
の
贈
り
物
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
が
入
賞

ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
優
良
事
例

▲入賞を喜ぶ坂東支配人、松崎侯磨副支配人、中田理
　事長、篠田嘉郎副理事長（左から）

　
　
南
あ
わ
じ
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
救
護
活

動
の
充
実
と
会
員
の
防
災
意
識
を

高
め
よ
う
と
、
南
あ
わ
じ
市
赤
十

字
奉
仕
団
（
奥
井
光
子
委
員
長
）

で
は
二
月
十
七
日
、
西
淡
公
民
館

で
実
践
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
団
員
五
十
一
人
が

参
加
。
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

西
淡
出
張
所
の
救
急
救
命
士
か

ら
、
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
、
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
用
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

訓
練
を
終
え
た
団
員
ら
は

「
と
っ
さ
の
時
に
で
も
行
動
で
き

る
よ
う
、
何
度
も
講
習
を
受
け
て

不
安
を
無
く
し
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
救
護
訓
練▲人形を使いＡＥＤの使用方法を学ぶ団員ら

南
あ
わ
じ
市
消
防
団　
女
性
団
員

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
（
真
野

和
典
団
長
）
の
女
性
団
員
が
二
月

二
十
五
日
、
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
で
火
災
予
防
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
で
は
、
昨
年
末
か
ら

女
性
団
員
の
募
集
を
開
始
、
現
在

十
四
人
が
入
団
し
て
い
ま
す
。

女
性
団
員
組
織
の
愛
称
は
「
チ

ー
ム　

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」。
空
に
輝

く
南
十
字
星
の
よ
う
に
、
永
く
美

し
く
輝
き
続
け
る
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
警
備
を
担
当
す
る
消
防
団
員
ら

と
と
も
に
、
女
性
団
員
八
人
が
福

良
小
学
校
に
集
合
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
の
チ
ラ
シ
や
防
火
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
選
手
や
観
覧
者
に

配
布
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
広
報
活
動
と
し
て
、

防
火
パ
レ
ー
ド
や
火
災
予
防
運

動
等
の
行
事
に
参
加
し
ま
す
。
ま

た
、
学
校
で
の
消
火
器
の
使
用
方

法
や
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
な
ど

の
指
導
、
高
齢
者
世
帯
で
の
火
気

等
の
取
り
扱
い
や
緊
急
時
の
行
動

な
ど
、
予
防
啓
発
を
行
う
予
定
で

す
。消

防
団
で
は
引
き
続
き
女
性

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

「
チ
ー
ム 

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」
活
動
開
始

▲チラシの配布とともに、一人ひとりに説明しました

淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
内

広
域
防
災
拠
点
が
完
成　

東
南
海
・
南
海
地
震
や
台
風
な

ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
非
常

食
や
物
資
の
備
蓄
倉
庫
と
し
て
、

兵
庫
県
が
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
内

で
整
備
を
進
め
て
い
た
「
淡
路
広

域
防
災
拠
点
」が
完
成
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
日
に
は
関
係
者
ら
約

七
十
人
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
拠
点
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
八
百
十
平
方
メ
ー

ト
ル
。
食
糧
三
千
食
、
毛
布
約

二
千
枚
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
二
百

枚
、仮
設
ト
イ
レ
三
十
基
を
保
管
。

救
助
用
ボ
ー
ト
や
投
光
器
な
ど
も

備
え
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
、

三
億
二
千
万
円
。
大
規
模
災
害
発

生
時
に
は
、
救
援
物
資
の
集
積
・

配
送
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
臨
時
離

着
陸
場
拠
点
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
広
場
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

中
田
市
長
は
、「
期
待
し
て
い

た
以
上
の
施
設
と
設
備
。
自
然
災

害
時
に
は
私
た
ち
の
大
き
な
支
え

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

▲大災害時に備え整備された、淡路広域防災拠点

　

過
日
、
新
聞
な
ど
で
報
道
の
あ

り
ま
し
た
、
平
成
十
六
年
十
月

二
十
日
の
台
風
二
十
三
号
に
よ
り

発
生
し
ま
し
た
農
業
災
害
の
復
旧

工
事
に
お
き
ま
し
て
、
一
部
不
適

切
な
事
務
処
理
に
基
づ
き
、
受
領

し
て
い
た
補
助
金
が
あ
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

国
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
、
復
旧
、

復
興
に
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た

方
々
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

経
緯
は
、
平
成
十
七
年
度
に
繰

越
し
た
農
業
災
害
五
百
八
十
九
か

所
の
う
ち
、
六
か
所
が
平
成
十
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
完
成
が

出
来
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
原
因
に
つ
き
ま
し
て
、
島

内
で
も
特
に
農
業
が
盛
ん
な
た

め
、
工
事
に
か
か
る
休
耕
調
整
が

困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
水
不
足
を

背
景
と
し
た
複
雑
な
水
利
慣
行
等

が
支
障
に
な
っ
て
仮
設
道
路
の
確

保
調
整
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
で
、
一
部
に
不
適
切

な
も
の
が
あ
っ
た
事
を
改
め
て
陳

謝
い
た
し
ま
す
。
金
額
に
つ
い
て

は
、
事
務
雑
費
二
十
九
万
六
千
五 

百
九
円
の
補
助
金
返
還
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
事
案
が
再
び

起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
再
発

防
止
に
万
全
を
期
す
る
所
存
で

す
。

南
あ
わ
じ
市
長　

中
田
勝
久

農
災
復
旧
工
事
の
経
過
報
告
と
陳
謝

安
全
運
転
を
街
頭
啓
発

　

市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
あ
わ
じ
市

交
通
対
策
協
議
会
で
は
、「
交
通

死
亡
事
故
多
発
緊
急
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
」を
二
月
十
九
日
に
発
足
さ
せ
、

中
山
峠
で
街
頭
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
内
で
は
今
年
に
入
っ
て
既
に

四
人
が
交
通
事
故
死
。
昨
年
同
期

の
二
倍
で
、
一
年
間
の
六
人
に
迫

る
勢
い
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
で
も
三
月

十
三
日
、「
南
あ
わ
じ
交
通
特
別

取
締
部
隊
」
を
発
隊
さ
せ
ま
し
た
。

白
バ
イ
十
台
と
パ
ト
カ
ー
二
台
が

速
度
超
過
や
飲
酒
運
転
の
撲
滅
な

ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
あ
た
り
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
多
発

▲キャラバン隊による啓発活動

▲マラソン大会で火災予防を啓発する女性団員




